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【1】(1) f(x) = x3 − 2x2 + 3x− 4

とおくと
f ′(x) = 3x2 − 4x+ 3

であるから, 点 (2, 2) における接線の傾きは
f ′(2) = 12− 8 + 3 = 7

よって求める接線の方程式は
y = 7(x− 2) + 2

∴ y = 7x − 12 (答)

(2) f(x) = x3 + 4

とおくと
f ′(x) = 3x2

曲線上の点 (a, a3 + 4) 上における接線の方程式は
y = 3a2(x− a) + (a3 + 4)

これが点 (0, −12) を通るので
−12 = 3a2(−a) + (a3 + 4)

2a3 = 16

∴ a = 2

よって求める接線の方程式は
y = 12(x− 2) + 12

∴ y = 12x− 12 (答)

(3) 「y = f(x), y = g(x)が点 (1, −2)で接する」
⇐⇒ 「f(1) = g(1) = −2 かつ f ′(1) = g′(1)」

ここで
f(1) = 1 + a+ b = −2

g(1) = −1 + c = −2

より
{

a+ b = −3
c = −1

· · · 1©

また,

f ′(x) = 2x+ a, g′(x) = −3x2

より
2 + a = −3 · · · 2©

1©, 2©より
a = −5, b = 2, c = −1 (答)

の両辺を で微分すると

答

また，与式で とおくと

答

は奇関数， は偶関数

答

21



【 】
とおくと

であるから 点 における接線の傾きは

よって求める接線の方程式は

答

とおくと

曲線上の点 上における接線の方程式は

これが点 を通るので

よって求める接線の方程式は

答

「 が点 で接する」
「 かつ 」

ここで

より

また

より

より
答

(4)

∫

x

a

f(t)dt = 3
2
x2

− 4x+ 8
3
の両辺を xで微分すると

d
dx

∫

x

a

f(t)dt = d
dx

(

3
2
x2

− 4x+ 8
3

)

f(x) = 3x − 4 (答)

また，与式で x = aとおくと
∫

a

a

f(t)dt = 3
2
a2 − 4a+ 8

3

⇐⇒ 0 = 3
2
a2 − 4a+ 8

3
⇐⇒ 9a2 − 24a+ 16 = 0

⇐⇒ (3a− 4)2 = 0 ∴ a =
4

3
(答)

(5)
∫

−1

1

(x3 + 2)dx = −

∫

1

−1

(x3 + 2)dx

= −2

∫

1

0

2dx (∵ x3は奇関数，2は偶関数)

= −2

[

2x

]1

0

= −4 (答)
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【2】(1) f(x) = x2
− x+ 3 とおくと，

f ′(x) = 2x− 1

y = f(x)上の点 (t, f(t)) における接線の方程式は

y = (2t− 1)(x− t) + (t2 − t+ 3)

∴ y = (2t− 1)x− t2 + 3

これが (1, −1)を通るから

−1 = (2t− 1)− t2 + 3

ゆえに

(t− 3)(t+ 1) = 0

∴ t = 3, −1

よって問題の接線の方程式は
{

t = 3のとき y = 5x − 6

t = −1のとき y = −3x + 2
(答)

O

y

x

y = 5x− 6

y = x2
− x+ 3

y = −3x+ 2

1
3−1

(2) 放物線 y = f(x)，および接線
のグラフは右の図のようになるから，
求める面積は

S =

∫

1

−1

{

(x2
− x+ 3)− (−3x+ 2)

}

dx

+

∫

3

1

{

(x2
− x+ 3)− (5x− 6)

}

dx

=

∫

1

−1

(x+ 1)2dx+

∫

3

1

(x − 3)2dx

=
[

1
3
(x+ 1)3

]1

−1

+
[

1
3
(x− 3)3

]3

1

=
16

3
(答)

【 】

答

また

答

より

答

よって

答
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【 】 とおくと，

上の点 における接線の方程式は

これが を通るから

ゆえに

よって問題の接線の方程式は

のとき
のとき

答

放物線 ，および接線
のグラフは右の図のようになるから，
求める面積は

答

【3】(1)
A

N

CB

M

BN = BA+ 1
3
AC

= −AB +
1

3
AC (答)

また

CM = CA+ 1
2
AB

=
1

2
AB − AC (答)

(2) (1)より

BN·CM

=
(

−AB+ 1
3
AC

)

·

(

1
2
AB− AC

)

= −

1
2

AB
2

+ AB AC cos π

3
+ 1

6
AB AC cos π

3
−

1
3

AC
2

= −

1
2

+
(

1 + 1
6

)

·

1
2

−

1
3

= 7− 6− 4
12

= −
1

4
(答)

(3) BN
2

= −AB+ 1
3
AC

2

= AB
2

− 2AB ·

1
3
AC + 1

9
AC

2

= 1− 2
3
·

1
2

+ 1
9

= 10− 3
9

= 7
9

よって

BN =

√

7

3
(答)
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【4】
~a =





2
6
1



, ~b =





1
0
−1





の両方に垂直なベクトルの一つを

~n =





x
y
z





とおく．条件より

~n · ~a =





x
y
z



 ·





2
6
1



 = 2x+ 6y + z = 0 · · · 1©

~n ·~b =





x
y
z



 ·





1
0
−1



 = x− z = 0 · · · 2©

ここで x = 1とおくと， 2©より

z = 1

1©より

y = −
1
2

ゆえに

~n =





1
− 1

2

1



 //





2
−1
2





求めるベクトルは，





2
−1
2



に平行で，大きさが 9であるから

k





2
−1
2



 = k
√

22 + (−1)2 + 22 = 3 k = 9

∴ k = ±3

ゆえに求めるベクトルは

±3





2
−1
2



 = ±





6

−3

6



 (答)

5



【 】

の両方に垂直なベクトルの一つを

とおく．条件より

ここで とおくと， より

より

ゆえに

求めるベクトルは， に平行で，大きさが であるから

ゆえに求めるベクトルは

答

5




